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１ 

別紙 

 

平成２７年度企画提案型協働事業（第２次審査） 

竹袋調整池と周辺地域の維持管理事業 

提案に関する委員会付帯意見 

 

１ 市民に憩いの場を提供する優れた取り組みが今後も継続できるよう、新たな事業展開

について市と検討を進めてください。 

 

２ 維持管理の方法について、必要経費の見直しも含め一層の改善に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 

各委員の参考意見（ふせんの転載） 

 

実績の評価 

・大変おつかれ様です。今後とも、市発展の為、がんばっていただければと思います。 

・ひょうたん島広場は四季を通した花畑作りやイベント等により、年々、住民の関心が高まり、又

年を追うごとに訪れる人々が増えていると思う。 

・皆さんの努力のおかげで、気持の良い水辺として利用させて頂いています。これからも憩いの場

として活用できる様頑張って頂きたい。 

・ＮＰＯが整備し育てている広場であり立派な事業だと思います。植栽、花のデザインに市内のア

ーティストの協力を取り入れると独創的でオシャレな広場になります。 

・地域や市民のニーズが高い事業であり、７年継続が問題になっているとは思うが、協働事業とし

て妥当であると判断する。 

・地域の憩の場として、今後も地域の活性化につながる事業と考えられるので、是非がんばって下

さい。 

現状の更なる分析 

・市の役割分担は、経費負担のみのように思えるが、協働事業としての新たな展開に期待したい。 

・提案内容、花畑の整備、草刈、ごみ清掃となっているが、それ以外の提案はないのか。 

・事業は継続可能なものなのか。調整池自体の存続性はどうなのか。 

・イベント参加者の人数と参加推移は。 

・誰れの為の環境保全なのか。地域エゴにはなっていないか。 

未来への展望 

・協働事業として内容的には問題はない。しかし長年にわたり継続されており、企画提案型協働事

業として毎年審査してゆくしくみにはやや疑問を感じる。長期的な対応について市と継続的に協

議し新たな対応を検討して頂きたい。 

・毎期、毎期、調整池と周辺の定期的草刈、花畑の整備、排水口のごみの除去等同じ維持管理を続

け、毎期のコストも膨大である。アスファルトの通り路をつくるとか、翌年の草刈り面積（今は

１万㎡強もある）を減らすとかして、次期以降の協働事業の夢がたとえ少しでも欲しいと思う。 

・ドラスティックなコスト削減策はないか？ 

・課題解決に向けて具体的な方策を考えてみて下さい。（どこまでやれば良いのかも含めて） 

・環境教育的な展開が伴わないと、今後協働する価値が維持できないのではないか。 


